
令和４年度　下半期

阿南市水道事業業務状況説明書

自　令和４年１０月  １日

至　令和５年　３月３１日

阿南市水道部水道課



１．事業の概要

建設改良事業

　配水池の整備については、伊島配水池の更新工事が令和４年度に完成しました。

富岡配水池についても現在整備工事を進めています。

水道事業の現況
令和４年度下半期 業務の状況 （令和５年３月３１日現在）

業　務　量　（給水栓数等）

（栓）

（㎥） B

（㎥）

　

１日平均有収水量 22,771 38 22,809

下 半 期 有 収 水 量 4,144,405 6,824 4,151,229

給 水 栓 数 28,297 110 28,407

合 計
区 分

令 和 ４ 年 度 下 半 期

上 水 道 簡 易 水 道

(1)

(2)

　上半期に引き続き、配水管布設及び布設替の整備を行いました。

　今後も大規模工事は、優先度を踏まえた効率的な更新工事に取り組む予定です。
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（単位：千円） 水道料金収入の推移（税抜）
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２．経理の状況

　令和４年度下半期

（２）　資本的収入及び支出

（令和４年１０月１日から令和５年３月３１日まで）

  第９項  予備費 20,000,000 0 0.0

  第４項　上水道企業債償還金 574,408,000 284,264,738 49.5

  第２項 簡易水道建設改良費 138,612,000 132,269,500 95.4

  第１項 上水道建設改良費 1,425,873,000 419,671,661 29.4

第４款　資本的支出 2,158,893,000 836,205,899 38.7

予算額(年間） 下半期決算額 執行率

支　　　　　出

区 分
税込（単位：円） （％）

　第４項　分　担　金 1,200,000 0 0.0

　第３項　補　助　金 17,383,000 12,751,436 73.4

　第２項　負　担　金 255,600,000 48,633,354 19.0

　第１項　企　業　債 1,045,100,000 349,000,000 33.4

第３款　資本的収入 1,319,283,000 410,384,790 31.1

予算額(年間） 下半期決算額 執行率

　　　収　　　　　入

区 分
税込（単位：円） （％）

　第６項　簡易水道特別損失 50,000 0 0.0

　第７項　予　備　費 5,000,000 0 0.0

　第５項　上水道特別損失 4,106,000 1,674,586 40.8

　第２項　簡易水道営業費用 38,224,000 19,631,236 51.4

　第３項　上水道営業外費用 174,569,000 102,054,716 58.5

執行率

第２款　水道事業費用 1,435,268,000 972,218,022 67.7

　第１項　上水道営業費用 1,213,304,000 848,853,704 70.0

　第６項　簡易水道特別利益 5,000 0 0.0

支　　　　　出

区 分
税込（単位：円） （％）

予算額(年間） 下半期決算額

　第４項　簡易水道営業外収益 656,000 640,265 97.6

　第５項　上水道特別利益 10,000 8,316 83.2

　第２項　簡易水道営業収益 14,027,000 12,108,413 86.3

　第３項　上水道営業外収益 128,504,000 125,997,102 98.0

第１款　水道事業収益 1,619,125,000 842,372,032 52.0

　第１項　上水道営業収益 1,475,923,000 703,617,936 47.7

（１）　収益的収入及び支出
　　　収　　　　　　入

区 分
税込（単位：円） （％）

予算額(年間） 下半期決算額 執行率

＊繰越事業分含む

＊繰越事業分含む

＊繰越事業分含む

　第４項　簡易水道営業外費用 15,000 3,780 25.2
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　３．上水道営業費用 795,289,354 (1,007,891,613) 　　１．上水道営業収益 635,368,468 (1,292,134,481)

　４．簡易水道営業費用 17,268,806 (27,899,815) 　　２．簡易水道営業収益 11,992,446 (13,080,886)

　７．上水道営業外費用 51,517,546 (100,250,336) 　　５．上水道営業外収益 125,178,984 (125,955,751)

　８．簡易水道営業外費用 3,780 (7,448) 　　６．簡易水道営業外収益 640,265 (640,265)

１１．上水道特別損失 1,509,510 (3,756,434) 　　９．上水道特別利益 7,560 (15,000)

１２．簡易水道特別損失 0 (0) 　１０．簡易水道特別利益 0 (0)

　　　当 年 度 純 利 益 △ 92,401,273 (292,020,737)

計 773,187,723 (1,431,826,383) 計 773,187,723 (1,431,826,383)

　資　　　産　　　の　　　部 　負　　　債　　　の　　　部

　１．固　定　資　産 13,336,475,465 　３．　固　定　負　債 5,160,734,049

　２．流　動　資　産 2,413,717,209 　４．　流　動　負　債 787,816,225

　５．　繰　延　収　益 3,081,842,317

　資　　　本　　　の　　　部

　６．　資　本　金 3,958,330,399

　７．　剰　余　金 2,761,469,684

　　　　　資産合計 15,750,192,674 　　　　　負債資本合計 15,750,192,674

令和４年度下半期　　阿南市水道事業損益計算書　
（令和４年１０月１日から令和５年３月３１日まで）

令和４年度　阿南市水道事業貸借対照表　
（令和５年３月３１日現在）

税抜（単位：円）

()カッコ内は決算額　　　税抜（単位：円）
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種別 件数 現在高　(円）

政府資金(財政融資資金) 44 2,334,208,575

地方公共団体金融機構 110 3,362,294,782

計 154 5,696,503,357

令和４年度下半期　借入金残高の状況
（令和５年３月３１日現在）

6,767,876 6,642,022
6,318,927

5,921,911
5,696,503

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

（単位：千円） 企業債残高の推移
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資本的収入及び支出

　第４項　簡易水道営業外費用 535

　第４項　分　担　金 1,250

第１款　水道事業収益 1,580,964

　第２項　簡易水道営業収益 14,317

　第４項　簡易水道営業外収益 741

収益的収入及び支出
　　　収　　　　　　入

区 分
予算額

　第１項　上水道営業収益 1,436,326

　第３項　上水道営業外収益 129,565

5

　第５項　上水道特別利益 10

第２款　水道事業費用 1,491,653

支　　　　　出

区 分
予算額

　第２項　簡易水道営業費用 40,540

　第１項　上水道営業費用 1,280,008

　第３項　上水道営業外費用 162,420

　第６項　簡易水道特別損失 50

　第５項　上水道特別損失 3,100

　　　収　　　　　入

区 分
税込（単位：千円）

　第７項　予　備　費 5,000

予算額

第３款　資本的収入 1,060,373

　第１項　企　業　債 844,700

　第３項　補　助　金 19,415

　第２項　負　担　金 195,008

支　　　　　出

区 分
税込（単位：千円）

予算額

第４款　資本的支出 1,692,146

  第１項 上水道建設改良費 1,127,781

  第２項 簡易水道建設改良費 8,612

  第４項 上水道企業債償還金 534,891

  第９項 予備費 20,000

  第５項 簡易水道企業債償還金 862

３．令和５年度予算の概要

（１）事業の経営方針

（２）予算内訳

　安全で安心な水道の安定供給を継続できるよう、経営の効率化や財政基盤の安定化を図ると

税込（単位：千円）

税込（単位：千円）

とともに「阿南市新水道ビジョン　２０２２▶２０２８」に掲げる「安全」「強靭」「持続」の

３つの観点からなる水道の将来理想像の実現を目指し、持続可能な水道事業運営や市民サービスの

向上に、なお一層努めてまいります。

　第６項　簡易水道特別利益
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